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私たちの平均寿命は20世紀に⽐類ない延伸を遂げ、いまや⼈⽣100年時代を
意識することも多くなった。同時に⾼齢者が健全に過ごせる⾼齢化社会の
実現に向けた寿命研究、⽼化研究が注⽬され、更なる健康寿命の延伸につ
ながる持続可能な研究が肝要となっている。私たちのグループでは免疫系
の⽼化機構の解明を⽬指して複数のモデルマウスを⽤いた基礎研究を通し
て個体⽼化に伴う免疫機能の低下に関する解析に取り組んでいる。これま
でに免疫⽼化関連遺伝⼦Zizimin2(Dock11)を指標にした機能解析を中⼼に
Dock11が獲得免疫系におけるB細胞分化に関わる成果を中⼼に説明した。
今回は免疫⽼化で最も顕著に低下するといわれる⼆次免疫応答における
Dock11の機能解析と細胞⽼化マーカーとして知られるp16ink4Aを⽼化の指
標として新たに作出した⽼化細胞可視化制御ノックインマウスモデルを⽤
いた個体⽼化の免疫制御に関する知⾒をこれまでの成果の続報として進捗
を報告する。
またこれまでに外部との共同研究として免疫⽼化、炎症を制御するプレバ
イオティックスを⾃然加齢育成マウスに⻑期⾷餌介⼊研究から得られたエ
ビデンスについても可能な範囲で紹介したい。


